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ジョーズ

何が理由でこうなった？
俺は現実の再認識を図る。
いくらやっても現実が変わらないことは百も承知だが、どうしてもこの現状に納得できなかった。
　けれど現実は残酷で、俺が必死に目を逸らそうとしているものを、無遠慮につきつけてくる。
　それに対し俺は、やはり目を逸らす。
　つきつけられ、逸らし、またつきつけられ、また逸らし。
　そんないたちごっこを延々繰り返していた。
「ねえ、こっち向いてよ」
「嫌です」
　顔を背けるも、その先からまた別の声が囁きかける。
「黙って従え」
「嫌です」
　目を閉じる。すると第三の声が、視覚がないため余計に響いて届いた。
「ほら、抵抗しないで」
「嫌です」
　頑なに拒む。だが催促は止まない。
　俺はそれを意識しないよう、再び思考に逃避する。
　時は二十一世紀の夏、場所は日本の地方、俺の身分は普通の家庭に住む中学三年生、俺がしていたことは、簡単な人助けということになるのだろう。
　おかしなことは何もない。俺はどこにでもいる一般人で、行動も普通の範疇だ。
　それがどうして――
「恥ずかしがらなくていいのよ？」
「恥ずかしがっていません」
「では目を開け」
「では離れて下さい」
「もう、照れ屋さんね。遠慮しないでいいのに」
「遠慮します」
　教室で面接官と思しき３人の美女に囲まれ、謎の誘惑をさせられているのだろう。
　小さく溜め息をつく。
　原因は明らかだった。俺が変に人助けをしようとしたからだ。しかしどうしてもこの結果と結びつかないため、そしてこの結果が受け入れがたいため、俺は再び現実逃避を行うのだった。
　そう、それは今から約一時間前。

　もうすぐ夏休みが始まるという今日の日の放課後、俺はいつものように自宅への帰路を歩いていた。地方ということで、賑やかな通りを一つはずれただけで途端に閑散とする。
静かな帰路は思考を強要されないため、考え事をするのにうってつけである。俺は今日もいつものごとく思惑の海に漕ぎ出す手がかりを求めながら歩いていた。

ちらと視線を右にずらすと、塀に囲まれた、草ぼうぼうの空き地が目に映った。元はそこそこ大きな家があったのだが、今や見る影もない。

都会の方では人が多すぎて家屋が密集し、子供が空き地に集まって遊ぶなんて光景は昔ながらのものになってしまったらしいが、それは地方でも、少なくともこの町でも同じである。土地ではなく、人が足りないからだ。
とは言え、テレビで見たスクランブル交差点の人混みを考えると、俺は静かなこの環境を気に入っていた。過疎化による消滅の危機もないわけではないだろうが、賑わっているところは賑わっているので問題ないはずだ。
そんな楽観視をしつつ人通りの少ない道を歩いていると、空き地を囲う塀の終わりである曲がり角の先から、少女の顔が覗いていた。
目が合うとさっと顔を引っ込める。

「…………？」
　隠れているつもりなのかどうかは分からないが、角から長い金髪が出ているため、そこにいるのはバレバレだった。

あの子、確かに俺の顔を見たよな。俺に何か用なのか？　見覚えのない顔だったが。
ちらと背後を窺う。歩行者は俺一人だった。人違いというわけではなさそうだ。
とりあえず角から離れて歩いていくと、
「あ、あの……」
　少女がおずおずと顔を出す。
「大変申し訳ないのですが、この角の内側を通るよう走ってきてくれませんか？」
「どうして？」
「お願いします」
　ぺこりと頭を下げ、また顔を隠す。相変わらず髪は見えていた。
　妙なお願いだが、断るほどの用事でもないか。
　俺は少女に言われた通り小走りで角に近づいていく。
　そして曲がり角に差し掛かり、少女がいるのは分かっているので減速すると、
「きゃあ！」
　彼女は叫びながら体当たりをしてきた。
「うわぁ！」
　それは全くの容赦ないタックルだった。俺は文字通り吹っ飛ばされ反対側の塀にぶつかる。
「だ、大丈夫ですか？」
「大丈夫に見える？」
　俺は呻くように言い、のろのろと立ち上がる。全身が鈍く痛んだ。
　そこでようやく、俺はその少女を真正面から見ることができた。
　同年代らしき美少女だった。大きな青い双眸と、腰まで伸びている長い金髪が印象的だ。夏だというのに長袖の黒いセーラー服を着ており、スカートもソックスもスニーカーも、肩にかけている小さなカバンも黒と、黒づくめである。そのため、腕や足の白さがより際だっていた。
　見た目から判断すると完全に外国人だが、口から出る言葉は流暢だった。
華奢に見えるその体のどこに俺を吹っ飛ばすほどの力があったのか。人は見かけによらないものだ。
「そ、そうですよね、いきなり突き飛ばしちゃって、本当にごめんなさい！」
　少女は何度も何度も深く頭を下げた。どうやら悪気があってしたわけではないようだが、その意図がまるで分からない。
「できたら、理由を説明してくれないかな？」
「え、それは、そのう……」
　途端に少女は口ごもった。

「ああ、言えないんだったら言えないでいいよ」
　俺は手をひらひら振って少女を制す。話せないのか説明が難しいのかは判断できなかったが、無理強いする気はない。

　軽く体を動かすと、まだ全身痛むものの、歩行に支障はなさそうだった。
「それじゃあ、俺はこれで」
「え？」
　不思議がる少女の横を通り、帰宅続行。
「ちょ、ちょっと待って下さい！」
しかし少女のとおせんぼうにより中断。
「何？　まだ何か用？」
「えっと、私に対して何も思いませんか？」
　逆に質問されてしまった。
「別に。変わったことをお願いされたなあ、程度」
「曲がり角で偶然ぶつかったんですよ？」
　力強く問い詰められる。果たしてあれは偶然と言えるのか甚だ疑問だったが、何とも言えぬ迫力があり、とりあえず話を合わせた。
「まあ、偶然ってことにしとくけど、そうだね」
「そうですよ！」
　少女は大きく頷いた。何に納得したんだ？　頭の中が疑問符で一杯になる。
「まだ分からないんですか？」
　驚愕の表情を浮かべる少女。きっと俺も同じ表情だ。何を分かれというのだろう。
「もう！　男の子が草食化しているとは聞いてたけど、ここまでだなんて！　いいですか？　説明してあげるからちゃんと聞いていてくださいね？」
　俺は大人しく頷く。頭は既に思考放棄していた。早く理由を教えて欲しい。
「あなたは曲がり角で偶然にも、こんな美少女とぶつかったんです、ということは！」
　ずびっと指でさされる。自分で自分を美少女というのはいかがなものかと思いつつ、頷いて先を促す。
「あなたは私に恋したってことですよ！」
　胸に手を置き、微笑んで見せる少女。
　頭に手を置き、悩んでみせる俺。
　そんな二人の間に、暫く沈黙が流れる。
「それじゃあ、俺、忙しいから」
　早口でそう言い、駆け足で少女の脇を通り過ぎた。
「あ、待って下さい！」
　背後の声を無視して足を速める。あれは関わっちゃいけない人種だ。追いつかれたら終わりと思え。そう自らを叱咤し限界以上の力で走る。
「もう、何で逃げるんですか！」
　しかしあっさりと追い抜かれ再びとおせんぼうされる。
　終わった。
「いや、逃げるよ！　怖いもん！」
　逃走という選択肢が消え、説得にかかる。

「どこが怖いんですか？　こんなに可愛い女の子なのに！」
　そういうセリフを臆面なく言えるところ、と言いかけて口をつぐむ。ここで熱くなったら向こうは何をしてくるか分からない。順を追って説明していこう。
「ごめん、熱くなっちゃった。先ずは逃げたことについて説明させてもらえるかな？」
「え？　それは、まあ、いいですよ」
　良し、相手の了承は得られた。俺は脳内で筋道を立ててから説明を始める。
「俺が君から逃げたのは、君が良く分からなかったからなんだ。人は自分とは違う常識を持つ他人を前にすると、その他人が何をするかわからなくて怖くなるだろう？　それは分かる？」
「そんなこと、常識ですよ」
　胸を張って言う少女だった。その常識はとても信用できないが、続ける。
「俺も同じだ。君の言っていることが理解できなくて、君が怖くなったんだ。それが理由」
　これで理解してくれたかな、と淡い期待を抱く俺だったが、

「ええっ！」
　少女の心底驚いた声を聞いて期待が打ち砕かれる。
「どこが理解できないというのですか！」
「その反論も含め、全体的に」
「詳しくお願いします」
「一番理解しがたかったのは、曲がり角で美少女にぶつかった男子が相手を好きになるっていう部分」
「そんな……嘘です！」
　断言されてしまった。自分の世界しか知らない彼女に、俺の心は半ば折れかけてしまう。
　なんとか気を奮い立たせ、冷静になる。

「そう言い切れる根拠を教えて貰えるかな？」
「それは、教科書にそう書いてあったから……」
「へえ、どんな教科書だい？」
　もしそんなものが本当にあったら破り散らして燃やしてやろう、という黒い感情を抑えつつ、少女がカバンの中からその本を取り出すのを待つ。
「あった、これですよ、これ！」
　そういって少女が喜色満面の表情で出したその本は、いかにも古そうな恋愛漫画と思しきものだった。
　一瞬、思考が停止する。
「ほら、このページを見てください！　曲がり角で美少女にぶつかった男の子が、その女の子に夢中になっているじゃないですか！」
　俺は頭が痛くなるのを感じた。まさか二次元と三次元の区別がつかないメルヘン少女だったとは。本当にいるんだな、こういう人間って。
　とりあえず優しい口調で現実を教えてあげることにした。

「えーと、とっても言いづらいんだけど、それはあくまで物語の中の話であって、現実ではいつでもそういう展開になるってわけじゃないんだよ」
「…………嘘ですよね？」
　途端に、少女の口調が重くなる。
　決して悪いことをしているわけではないはずなのだが、何だか罪悪感が湧いてきた。サンタクロースの存在を信じて疑わない子供にその正体を教えるようなものだ。俺は今、少女の持つ夢を、壊している。
「あー、だから、その……」
　つい、口ごもってしまう。それに何かを察知したのか、少女ははっとした表情になり、目に涙を浮かべた。
「えええ、何で泣くの！」
「ど、どうしよう……。これも、失敗しちゃった。もう時間ないのに、あ、あああ……」
　少女は俺の言葉など耳に入っていないらしい。顔を覆い、困惑し、混乱していた。そんな彼女を前に、俺もまた戸惑う。
　先ほどから謎が多すぎる。突然のお願いからの体当たりといい、急に泣き出すことといい、頭が事態を対処しきれない。こちらも泣き出してしまいそうだ。
　うーんうーん、とひとしきり悩んで、ふう、と一息つく。
　落ち着こう。
　すうっ、と頭を冷やすイメージを思い浮かべる。うん、落ち着いた気がする。
　先ずは俺がこれからどうすべきかを決めよう。

　このままただ立っている？　ないな。
　少女を置いて帰る？　もっとない。

　かなりの不思議系少女だけれど、泣くほど困っているようだし、何か力にはなりたい。その思いに偽りはなかった。
　そうと決まれば、少女の涙の理由を考えよう。
　これも失敗した、ということは、他でも何か、恐らく少女漫画的展開の再現を試みて失敗したということだろう。時間がない、ということは、今まさに切羽詰まった状況で、それを打開するために少女は行動していた、ということだ。
　その状況は、今は考えずにおこう。問題は打開策の方だ。
　少女の行動と言葉から察するに、どうやら少女は俺に恋して欲しいらしい。しかし恋というものはしようと思ってできるものではない。
　さてどうしたものか。
「あのさ」
　声をかけると、少女はおずおずと顔を上げた。
「どうして、恋して欲しいの？」
　俺は少女に説明を求めた。その返答如何によって、協力の仕方が変わってくる。俺の力じゃ解決できない類の理由だったら、残念ながら諦めるしかないだろう。
　少女は、躊躇いがちに言葉を紡ぐ。
「が、学校の課題で、自分のことを好きでいてくれる人を、作らないといけないの」
「学校の課題？」
　思わず聞き返すと、少女は無言で頷いた。
　何とも変わった課題だ。何が目的なんだろう。人に好かれる必要のある職種に関連した専門学校とかなら、あり得る、か？　
「それって、やっぱり、嘘とかついちゃダメなんだよね？」
　再び、少女は無言で頷く。
　これは結構厳しいな。好きでもない人間を好きになる、なんてことは早々できるもんじゃないし、そういった振りをしてもいけないとなると、打つ手がない。
　けれど、果たしてそれが振りかどうかなんて、どうやって見分けるのだろう？　嘘発見機でも使うのだろうか。
「あの、私を好きになってくれたんですか？」
「え？」

　考え込んでいた俺は、唐突に投げかけられたその言葉に驚く。
「だって、あなた、私のことなのに、一緒に悩んでくれているから」
「ああ」
　思わず苦笑する。これは好きだからというわけじゃない、と言おうとして、気づく。
「そう見なせる余地があるのか……？」
　彼女のことは、正直嫌いではない。常識に疎いが、きっと根は真面目な良い子だと思う。この感情は、その人となりが好きであると見なすことは、できるのだろうか。
「ど、どうしたんですか？」
　少女は突然黙り込んだ俺を窺うように声をかける。

「ごめん、考え事していた。それより、質問してもいいかい？」
「あ、はい」
「君の言う『好き』って、どのくらい？」
「どのくらいっていうと？」
「ほら、好きにも色々種類があるじゃないか。異性に対する愛だとか、人となりに対する好意とかさ。だから、学校の課題が求めてる好きって感情がどの程度のものなのかを知りたいんだ」
「それは……」
　少女はぼそぼそと呟いて言葉を探し、自ら確認するように話した。
「その人のために、血を分けられるくらいの好意です」
「それって、その人のために献血できるくらいの好意ってことかな？」
「はい」
　おかしな例えだと思ったが、今はそんなこと問題ではない。俺は大きく頷くと、少女に向かって笑いかけた。
「じゃあ、俺は君が好きだよ」
「ええええええ！」
　少女は驚愕の声を上げる。
「ほ、本当ですか？」
「ああ。君が血に困っていたら、献血くらいできる」

　そもそもそんなこと、嫌いな相手であったとしてもできる気がする。献血が必要な事態ってことは生命が危うい状況にあるってことだし、自分の血を差し出すことで相手の命が助かるというのなら、助けるのは当然だ。
「ありがとうございます！」
「いや、まだ何もしてないよ」
　深く頭を下げる少女に苦笑する。真っ直ぐというか無垢というか、中身は意外と幼いのかもしれない。それとも世間知らずなだけか。
「じゃあ、今から学校に来てもらってもいいですか？」
「ああ、うん、いいよ」
　学校の課題として出されているのだし、本人との口約束だけで済むものではないのだろう。俺は二つ返事で承諾する。
「あ、でもあんまり遅くなるのは勘弁してね」
「それは平気です。学校までは三十分くらいかかりますけど、学校の中でのことは十分もあれば終わるはずですから」
「良かった。あ、自己紹介がまだだったね。俺、万イクス。一応ハーフ。中学三年生。よろしく」
「ああ、そうでしたね。申し遅れました、私はハサリス・スフェイキスと申します。私も中学三年生です」
　へえ、とその名前に関心を持つ。両親が帰化されたのだろうか。
「じゃあ、ハサリス、でいい？　早速案内してくれるかな？」
「はい、イクスさん！」

　自己紹介も済んだところで、俺はハサリスの案内でその学校に向かったのだった。
「ここです」
　家も殆どない通りを進んでいき、遂には小さな山を登り、その頂上付近で、少女は校門を示した。門のそばには、控えめに、『私立リレイファ学園』と記されている。
「へえ、こんな所に学校なんかあったんだね」
「ええ、そうなんです」
「それで、ここで何をするの？　ハサリス」
「先生に会って頂きます」
　先生、か。献血します、って書類でも書かされるのだろうか。それとも『好きです』とでも言わされるのか？　そう尋ねると、ハサリスは首を横に振る。
「いえ、ただ会って頂くだけです。多少質問はされるでしょうけど」
「俺がハサリスのことを好きかどうか、みたいな質問？」
　献血できる程度には、という意味ではあるが。
「はい、そうですね」

　ハサリスは頷き、校門を開けた。

ふーん、と相槌を打ってハサリスが開けた校門を通り抜ける。グラウンドの向こうに見える校舎は、周囲の林に隠れるように建っていた。正面から見た大きさは、俺の中学校と同じくらいである。
　ハサリスが校門を閉めてから、彼女に着いていく形でグラウンドの隅にまわって歩き、校舎にたどり着いた。下足所の脇にある来賓用のスリッパを履く。
「こっちです」
　彼女に連れられ、人気のない廊下を歩く。耳をすましてみても、俺たちの足音以外はなにもきこえない。
「なあ、この学校、放課後はいつもこんなに静かなのか？」
「え、あ、はい、そうですね」
　他校はそんなものなのだろうか。そういえばグラウンドにも誰もいなかったし、ここにきてから他人に会っていない。放課後にしろ一足早い夏休みにしろ、部活動に励む生徒や事務員の一人にでも会っていてもいいはずなのだが。
　少し薄気味悪く思ったところで、ハサリスがある教室の前で止まる。『３―９』、と書かれていた。
　恐らくここなのだろう。クラスが九つもあるのか。益々この静けさが不思議になってきたな。

なんて思っている間に、ハサリスは引き戸を開けた。
「失礼致します」
　一礼して教室に入っていくハサリス。俺も続けて、ハサリスに倣い入室する。
窓には全て黒いカーテンがかけられ、照明によってのみ照らされたその教室内には、中央付近に椅子が一つあり、それと向かい合う形で、黒いスーツに身を包んだ三人の女性が長机をはさんで座っていた。全員、かなりの美形だ。
「イクスさん、こっちです」

ハサリスは俺の手を引き、椅子の前に立たせた。椅子に座るのは君じゃないのか？

「ハサリス、ようやく連れてきたのね」
「はい！　これで私も一人前ですね！」

　中央に座る長髪の女性がハサリスに微笑みかけ、ハサリスは胸を張って答えた。
「おめでとう、ハサリス。……む？」
　しかし向かって左側に座る、軽くウェーブがかかった茶髪の女性が俺を見て眉をひそめる。
「あらあら、困ったわね」
　右側に座るショートボブの、やけに声の高い女性も、俺を見て嘆息した。俺が一体何だって言うんだ。
「……成程ね。そこのあなた」
　長髪の女性も何かを悟ったらしく、俺に声をかけてきた。
「はい、何でしょうか」
「あなたはどうしてここに来たの？」
　今度は俺が訝しむ番だった。どうして？　言葉で意思を示せということか？
「申し遅れました。俺は万イクスと申します。この度は彼女、ハサリスのことを、血を分けられる程度に好きであることを申し上げるべく参上しました」
　未だ慣れない謙譲語を駆使しつつ何とか言葉を紡ぐ。間違えてない、とは思う。
　そんな俺の言葉をどう受け取ったのか、三人の女性は皆一様に、優しく微笑みながら頷いた。
「そう、少しは事情を分かっているのね」
　三人の代表なのか、中央の女性が俺との会話を引き継いだ。
「当然ですよ、エリカ先生。どうしてそんなこと聞くんですか？」
　ハサリスが尋ねると、中央の女性、エリカさんは首を横に振った。
「ハサリス、駄目じゃない、ちゃんと魅了しないと」
　エリカさんの指摘に、ハサリスは言葉を詰まらせる。対して俺は首を傾げた。

　魅了って何だ？　
他人に好かれるために何かしなければならなかったということだろうか。一応曲がり角で衝突されたが、あれは違うだろう。
「で、でも、魅了しなくても好きになってくれたんだからいいじゃないですか」
「駄目ね。すぐに他の人に魅了されて離れていくだけよ」
「他人の下僕を魅了するのは禁止されているはずです！」
「魅了されてなくては、下僕とは認められないわね」
　話の流れはさっぱり分からなかったが、俺が下僕と表現されたような気がする。
「何で下僕として認めてくれないんですか！　魅了されていない下僕がいたっていいじゃないですか！」
「魅了されていない者は、主に逆らう自由意志を持てるわ。そんな存在は下僕とは呼ばない」
「血を分けてくれるって言ってくれるんですよ？」
「いつ裏切るか分からないのよ？」
「あのー、すみません」
　右手を上げる俺に視線が集まる。多少気まずいが、聞かずにはいられなかった。
「下僕って俺のことですか？」
「そうよ」
　エリカさんはさも当然のように言う。
「そうですよ」
　ハサリスもしれっと言う。
「そうですか」
　俺はうんうんと頷く。
「話が違う！」
　叫んだ。
「えええ、話が違いますよ！」
　ハサリスも叫んだ。何故君がそのセリフを言えるんだ。
「ほら見なさい、魅了してないから、こうなるのよ」
　エリカさんはため息をつく。そういう問題なのでしょうか。
「血を分けてくれるって言ってくれたじゃないですか！」
「それがどうして下僕になることになっているんだ！」
「そういう表現ってだけです！」
「どんな表現だ！」
　パン！

　言い争う俺たちを、エリカさんが手を叩いて諫める。
「言い争いは外でやってくれるかしら？」
「すみませんでした」

「ご、ごめんなさい」
　俺とハサリスは素直に頭を下げた。
　確かにちょっと熱くなりすぎた。落ち着こう。
　深呼吸して、頭の空気を入れ替える想像をする。うん、大分落ち着いた気分だ。
「話を整理しよう。先ず俺は、君が課題で、献血できる程度に好きになってくれる人を探していると聞いて、立候補してここに来た」
「そうですよね。良かった、ちゃんと分かっているじゃないですか」
　うんうんと頷くハサリス。ここまではお互いに齟齬はないようだ。
「俺にとっての問題は、それがどうして下僕という表現に繋がるか、ってことなんだけど」
「ああ、それはですね、私たちに血を分けてくれる人のことを、下僕って言うからですよ」
「うん、何でかな？」
　日本の献血制度を詳しくは知らないが、絶対そんな表現ではないはずだ。
「ほら、私たちのためにその血を捧げてくれるって意味で」
「でもエリカさんの言葉を聞くに、逆らうこともできないことになってるみたいなんだけど」
「本来なら、そういう意味よ」
　エリカさんが口をはさむ。
「そんなこと、可能なんですか？　そもそも、どうやって従順であることを証明するんです？」
「可能だし、証明も簡単よ」
　エリカさんは立ち上がり、机を周り、直接俺と向かい合った。
「魅了されて虜になれば、逆らおうとなんて思わないもの」
　妖しい笑みを浮かべ、エリカさんは体をゆらりと揺らす。
「魅了って、そもそも何ですか？　言葉のままの意味でしたら、従順になるとまではいかない気がしますが……」
　嫌な予感がして、一歩退く。
「うふふ、それができるのよ、『私達』は」
　エリカさんは意味深な言葉を言い、俺が離した一歩を平然と詰め、チロ、と真っ赤な舌を唇の端から覗かせた。その表情はまるで、獲物を前にした蛇のようだ。
「先生、まさか……」
　ハサリスが何かを悟ったようだ。それはきっと、俺が感じている不安と同じものだろう。

「ええ、そのまさかよ」
　じりっ、と更に一歩詰めよられる。俺はその分距離を離そうとするも、膝の裏に何かが当たる。
　首だけを動かして見る。

　椅子だ。そう認知した途端、両肩に手を置かれる。
「座って」
　前を向くと、エリカさんの顔が至近距離にあった。美人とはいえ、いや、美人だからこその上品な迫力に気おされ、俺は黙って従ってしまう。
「どうしてですか先生！　イクスさんは魅了されてもいないのに来てくれたんですよ！　なのにどうして！」
　ハサリスの声が届く。それに対しエリカさんは俺を見たまま答えた。

「だからこそよ。優しさだけでここまで足を運んできてくれたのですもの。こちらの世界に関わらせないためにも、こうするべきなの」
　こちらの世界？　どういうことだ？
先ほどから混乱ばかりしている俺に、エリカさんは優しく微笑む。
「今日は来てくれてありがとう。けれどこれからは、気軽に他人についていっちゃ駄目よ？　可愛い女の子には、特にね」

エリカさんが見事なウインクをして、軽くしゃがむ。
　何が始まるんだ？　警戒から、少し体を強張らせたところに、
「ふぅっ」
「なっ！」
　甘い吐息を吹きかけられた。
　その匂いはさながら、自らが芳醇であることを強く主張する熟れた果実のそれが濃縮されたものだった。南国の強い日差しを受け輝きを放つ、甘みを限界まで蓄えこんだ果物を想起させるその香りは、一瞬俺の意識を遠ざける。
「……良い香りですね」
「ふふ、そうでしょう？」
「それで、これが、その、魅了ってやつですか？」
「えっ？」
　確かにとても質の高い芳香ではあったが、特にそれ以上何かを感じることはない。心臓の鼓動が速くなるわけでもない。いきなり息を吹きかけられて多少戸惑ったくらいだ。
「嘘……どうして……？」
　だというのにエリカさんは驚愕を隠そうともしない。これは俺が悪いのか？
「イクスとやら、こちらを向け」
　すると茶髪ウェーブの面接官が、いつの間にか俺の左隣に来ていた。
「あ、はい」
　体を少しずらし、顔を向ける。
　茶髪ウェーブさんは何も言わない。ただ、じいっ、と俺の顔を見つめるだけだ。
　よく見ていると、その瞳に何かしらの意思がこもっているように思い始めてきた。黒い宝石のような双眸には、どこか俺に対する強い要求を感じられ、意思の強そうな見た目も相まって、多少気圧されてしまう。
「何も感じないか？」
「失礼ながら、威圧感を感じます」
「それだけか？」
「はい」
「…………」
　思いっきり睨まれた。何なんだ一体。
「イクスくん」
　その声に、思わず振り返る。今の俺から見て背後、即ち椅子の右に、ショートボブさんが来ていた。
　驚いたのはその声だ。鈴を転がしたような、という表現がぴったり合うような、高く爽やかな声音だった。その反面、ふとした拍子に割れてしまいそうな弱さを想起させ、勝手な心配をしてしまう。
「私の声、どうですか？」
　体を縮め、上目づかいで尋ねてくる。俺はできるだけ無難な答えを返した。
「独特だと思います」
「そうですよね。他には？　何か私に対して思うことはありませんか？」
「……いえ、特には」
　綺麗ですが弱そうですね、なんて勝手な憶測を言えるわけがない。

「本当ですか？　なんかこう、護ってあげたくなったりしませんか？」
「えええ」
　今度はこちらが驚き狼狽える番だった。護ってあげたくなる？　意味が分からない。
「おかしいわね。嘘をついているわけでもなさそうだし」
　ショートボブさんは首をかしげる。何が不思議なのか不思議だ。

　戸惑う俺の鼻孔が、再度甘い匂いを嗅ぎ取る。エリカさんが顔をさらに近づけていた。
「イクスくん、これでどう？」
「ちょ、止めてください。近すぎです」
　今度の吐息はとても甘ったるく、軽く気分が悪くなる。慌てて顔を逸らすと、そこにはあの茶髪ウェーブさんの顔が。

「うっ」
　思わず声が洩れた。すごい剣幕でこちらを睨みつけていたからだ。
「屈しろ」
「い、意味が分かりません」
　低い声で命令され、目を背ける。
「イクスくん、どうして拒むの？」
「いや、普通拒むでしょう！」

　今度は耳元でショートボブさんの甲高い声が響く。聞く人が聞けば美声なのだろうが、俺は耳がキンキンした。
「とにかく、離れてください！　困ります！」
「無理よ、あなたが魅了されないんですもの！」
　エリカさんが焦った声で言う。俺のせいなのか？
「わ、わかりましたよ、もう。認めます、あなた方は美しいです。十分魅了されました」
「いいえ、魅了されていないわ！」
　きっぱりと言われ、言い訳の余地もなかった。魅了の基準も教えて貰ってないし、エリカさん達が納得するまで拘束は解かれなさそうだ。
「ハサリス、その、どうなれば魅了されたことになるんだ？」
「え、えっと、普通はもうなってるはずなんだけど、どうしてだろう……？」
　ハサリスは躊躇いがちにそう答えた。彼女にとっても予想外の展開らしい。

「あの、俺そろそろ帰らないと、夕飯の支度、手伝わないといけないんで」
「三十分頂戴！　大丈夫、三十分あれば終わるから！」
　予定を理由に逃れようとするも、美女三人の迫力に押され、結局頷いてしまった。
　ここから、魅了という名の拷問が始まったのだった。
　回想が終わる。今ので何分気を紛らわせられただろうか。
　魅了（という名の拷問）は相変わらず続いている。苦しい時間というものは長く感じられるもので、とっくに三十分経ったのではと疑いたくなってくる。
「もう三十分経ったんじゃないですか？」
「まだ十七分よ」
　現実は無慈悲だった。
「もう止めましょうよ、ここまでしてできないんですし。お互い疲れるだけです」
「断る」
「駄目ですよ」
　説得を試みるも、三人の面接官らは諦める気が毛頭ないようだ。残り十三分間の忍耐を覚悟したその時、
「よろしいですか」
　教室の外からだった。全員の視線が教室の扉に集まる。
「何かしら？」
　エリカさんが少しイラつき気味に言葉を返す。
「失礼します」
　その言葉を了承と受け取ったのか、教室の引き戸が音もなく引きあけられた。そこにいたのは、エリカさんと同じような黒いスーツを着た見知らぬ赤毛の女性と、
「あらあら、これはどうしたことかしら？」
「か、母さん！」
　俺の母親がそこにいた。
母さんは困ったように微笑みながら。白く透明感のある独特な長髪を手で軽く払い、そのまま頬に手をやり軽く顔を傾けて見せた。柔らかな物言いといい、その仕草といい、間違いない。
「困ったわね、こんなところに寄り道するなんて」
「ご、ごめんなさい。人助けだと思って、寄り道しました」
「イクス、あなたが優しい子なのは、母さんとても嬉しいわ。けどね、世の中には無暗に手を出してはいけないこともあるの。今みたいに、もしくはそれ以上に困った状況になるんだから」
「はい……」
　素直に頷く。この際、頼み事が学校の課題だったから安全かと思った、などという言い訳は意味をなさないだろう。
「もう少し話したいこともあるけれど、今は早く家に帰りましょう。先生方も、それでいいですね？」
「は、はい！」
　エリカさんをはじめとした三人の先生は、母さんの言葉に即答し、素早く俺から離れた。そんなにかしこまるなんて、ここに母さんがいることといい、母さんはこの学校の関係者に知り合いでもいるのだろうか。
　そんな疑問を抱きつつ、立ち上がる。とりあえず今は母さんの言葉に従おう。
「イクスさん、行っちゃうんですか？」
　ハサリスが不安そうに尋ねた。俺は曖昧な笑みを浮かべつつ、手を合わせて謝る。

「ごめん。献血くらいならしてあげるから、またね」
「イクス」
　俺の言葉を遮るように、母さんが教室の外から俺を呼ぶ。
「帰るわよ」
「うん」
　俺はもう一度ハサリスに手を合わせてから、教室を出た。
　母さんと赤毛の女性に連れられたまま校舎の外に出て、校門を抜けると、そこには大きな黒い車が停まっていた。明らかに家の物ではない。
「母さん、これは？」
「あの人が家まで送ってくれるのよ」
　母さんに手で示され、赤毛の女性は恭しく頭を下げた。他人の車に乗るなんて、母さんはやけにあの人を信用しているようだが、どういう関係なんだろう。今日は疑問が尽きない。
　赤毛の女性に開けられた扉から中に入る。中は思いの外広く、窮屈さを感じさせなかった。母さんも続けて入り、扉が閉まる。
　座席から運転席は見えないようになっており、窓はスモークガラス。けっこうな高級車であることが窺えた。
「さてイクス、どうしてあなたがあそこにいたの？」
　軽い振動と共に車が発進する。排気音も殆ど聞こえない車内で、母さんの声はよく聞こえた。
「ハサリスに、あの金髪の女の子についてきて欲しいって、頼まれたんだ」
「簡単に経緯を教えてくれる？」
「うん」

　俺はできるだけ詳しく経緯を話した。体験した俺でさえ信じられないような話ではあったが、母さんは時折相槌をいれつつも、質問などはせず、最後まで話を聞いてくれた。
「ありがとう、イクス。あなたはやっぱり、優しい子ね」
　説明を聞き終えた母さんが微笑む。
「でも、気をつけなさいよ。女の子は、時に怖いんだから」
「うん。今日身に染みたよ」
　女の子ではなく女性だったが。あの魅了とやらには参った。
「居心地悪かったから、来てくれて助かったよ。ありがとう、母さん」
「ああ、話にあった魅了のことね。あの人たちにも困ったものよね」
　母さんは軽くため息をつく。
「知ってるの？」
「ええ。あまり関わりたくはないけどね」
　母さんが少し複雑そうな表情を見せた。魅了やら献血やらについても質問されなかったし、何か事情を知っているみたいだけど、この話題は避けた方がよさそうだ。

「ところで、どうして俺があそこにいるってわかったの？」
「今運転している人が教えてくれたの」
「そうなんだ」
　どこかで見られていたのだろうか。そういえばエリカさんと服装が似てたし、同じ学校の教員だったのかもしれないな。

「着きました」
　扉を開け、赤毛の女性はそう告げた。
「ありがとうございました」
「いえ、お気になさらず」
　お礼を言って降車する。母さんも続けて降り、車は去っていった。
「ふうっ」
　夕食を食べシャワーを浴びると、日常に戻ってきたんだと実感する。今日は混乱の連続だったが、過ぎてしまえば良い思い出になるだろう。
　とは言え、疑問は疑問のままくすぶっている。あの学校のことといい、魅了というよくわからない言葉といい、挙げだしたらキリがないくらいだ。
「ま、いいか」
　考えたところで答えは出なさそうだし、さっぱりと忘れてしまおう。母さんも、あんまり深入りして欲しくないみたいだし。
　着替えてリビングに戻ると、母さんが誰かと電話越しに話していた。
「……ええ、そうね。私の息子があなたの城に行ったんですもの。居ても立っても居られないでしょう。……分かってるわ。あなたにも立場があるでしょうし、私の息子も関わった以上、そうせざるを得ないものね。……それでいいわ、それじゃ」
　通話は終わったようだ。母さんが受話器を置き、悩まし気に一つため息をついた。珍しい光景に、俺は若干不安を覚える。
「どうしたの、母さん？」
「イクス、実はちょっと困ったことになったのよ、聞いてくれる？」
　その言葉にますます大きくなる不安を抱きつつ、頷く。
　俺が頷くのを見て、母さんもゆったりと頷き、そして言った。
「あなたは転校することになったわ」
